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社会的孤立の増加

• 行政が所管する貸会議室などの休止・新規予約の停止、定員枠
の減少、コロナ感染への恐怖、住民活動の代表者の責任の重さ
等による住民活動の停滞

• 専門機関がアウトリーチによる把握のしづらさ

（高齢者のフレイル増加、不登校増など）

→地域や関係機関からの相談減
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かよい～の参加者アンケートより



健康チェックリストからみる変化



使用している連絡手段と使用
してみたい連絡手段の比較

LINE公式アカウントを使った高
齢者の向けオンラインプラット
フォーム



生活困窮者の増加

• 特例貸付（緊急小口、総合支援資金（延長）、再貸付

• 3,000人以上の申請

緊急小口 総合支援資金 延長 再貸付

申請者数 2458 1754 1013 894

R2.４～R3.7末時点

⚫ 地域に知り合いがいない

⚫ 家族機能の低下

→単身の増加、助けてくれる親族がいない

⚫ 不安定な生活基盤

→非正規雇用、フリーランス

⚫ 支援を受けた経験がない

→支援を受けることへの抵抗感「私なんかが受けていいのでしょうか」



就業形態別



業種別



外国人国籍別



「つながる」ためのアンケート

• 令和２年10月から総合相談チームを結成

• 貸付が終わりそう、再貸付や給付が開始
のタイミングで郵送にて実施

• 収入や預貯金・債務・健康状態などの観
点から、緊急度の高い方にはお電話など
をし、相談につなげる活動を実施

→相談窓口があるんだという認知へ



【再貸付申請時：収入・生活費について】
再貸付申請時 約900件 9割の回答



【再貸付申請時：就労について】



【再貸付申請時：債務について】



■対応

⚫専門職ネットワークとの連携

⚫貸付が出るまでの間の生活を支える支援（食のパントリー、現金給付）

⚫地域と連携した就職サポート

■課題

⚫生活困窮者の総合相談体制の強化

官民協働体制、地域協働、専門職ネットワークとの連携

⚫相談に来やすい場所に

行政へ相談することのハードル

⚫特に相談につながりづらい人たちへのアプローチ

女性、若者（学齢期後）、外国籍、ひきこもり


